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質
問

　
　

早
急
に
と
い
う
が
、
ど
れ
く
ら
い

の
期
間
が
必
要
か
。
市
長
の
考
え
は
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　

早
く
て
も
５
年
程
度
は
か
か
る
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

５
年
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
中
で
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問

　
　

石
下
東
部
地
区
幼
稚
園
に
つ
い
て
、

想
定
し
て
い
る
場
所
は
あ
る
の
か
。

大
枠
で
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
南
側
と

理
解
し
て
良
い
の
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

　
　

審
議
会
の
中
で
決
定
し
て
い
き
た

い
。
大
枠
で
は
そ
の
通
り
。

質
問

　
　

補
助
金
は
あ
る
の
か
、
ま
た
補
助

率
は
ど
の
程
度
か
。
合
併
特
例
債
は

利
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

　
　

国
の
補
助
で
は
学
校
施
設
改
善
交

付
金
が
あ
り
、
補
助
率
は
３
分
の
１
。

合
併
特
例
債
は
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　
　

小
さ
い
子
を
預
か
る
た
め
、
幼
稚

園
と
保
育
園
を
一
体
化
す
る
考
え
は
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

市
内
で
も
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園

が
間
も
な
く
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

認
定
こ
ど
も
園
の
中
で
は
、
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
幼
稚
園
の
対
象
者
ま
で
一

緒
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問

　
　

私
立
に
も
負
け
な
い
公
立
の
幼
稚

園
を
つ
く
る
と
い
う
意
気
込
み
で
や

っ
て
も
ら
え
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

可
能
な
範
囲
で
し
っ
か
り
と
し
た

幼
稚
園
を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問

　

水
海
道
地
区
の

市
民
か
ら
市
民
会

館
建
設
を
要
望
す

る
声
が
あ
る
。
私

が
言
う
市
民
会
館
は
、
多
目
的
な
複

合
施
設
の
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
維
持
管
理
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
市
民
会
館
は
建
設
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
報
徳
銀
行
は
耐
震
補
強

さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
。
解

体
か
改
修
か
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

現
状
で
は
市
民
会
館
を
つ
く
る
計

画
は
な
い
が
、
市
民
の
要
望
も
強
く
、

知
恵
を
出
し
て
複
合
的
な
施
設
を
模

索
し
な
が
ら
つ
く
る
道
は
捨
て
る
べ

き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　

報
徳
銀
行
は
文
化
財
と
し
て
価
値

が
高
く
、
市
民
の
広
場
と
一
体
と
な

っ
た
活
用
を
す
る
た
め
、
耐
震
化
工

事
を
実
施
し
、
保
存
活
用
し
て
い
く
。

質
問

　
　

市
民
会
館
の
建
設
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。

質
問

　
　

報
徳
銀
行
の
文
化
財
指
定
の
経
緯

と
危
険
と
判
断
さ
れ
た
時
の
教
育
委

員
会
の
対
応
は
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　

文
化
財
保
護
審
議
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
、
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
。
耐
震
化
工
事
を
行
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
再
度
審
議
を
し
、
そ
の
結

果
に
よ
り
対
応
す
る
。

質
問

　
　

建
物
の
危
険
度
判
定
は
し
た
の
か
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
を
前
提
と

し
、
予
算
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

質
問

　
　

市
長
と
し
て
早
急
な
決
断
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

耐
震
化
工
事
を
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

旧報徳銀行水海道支店

老朽化した園舎（玉幼稚園）

市
民
会
館
の
建
設
・
報
徳
銀
行
解

体
か
修
復
か

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

小
林　

剛 

議
員
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期　
　

日　

10
月
17
日

 
視
察
事
項　

香
川
県
坂
出
市

  
「
事
業
再
検
討
に
つ
い
て
」

　

総
務
委
員
会
で
は
、
総
務
・
企
画
・
財
務
及
び

情
報
政
策
に
関
す
る
事
項
を
テ
ー
マ
に
先
進
地
で

あ
る
香
川
県
坂
出
市
で
事
業
再
検
討
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
各
事
業
の
廃
止
・
削
減
だ
け

で
な
く
必
要
に
応
じ
て
施
策
の
充
実
や
強
化
を
図

る
こ
と
も
選
択
肢
に
含
め
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
み
で
構
成
さ
れ
た
班
で
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
削
減
あ
り
き
」
で
な
い
自
由
な
議
論
を
期

待
で
き
る
う
え
、
職
員
の
職
務
向
上
を
目
指
せ
る

側
面
も
併
せ
持
つ
内
容
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
当

委
員
会
で

は
、
地
方

自
治
に
お

け
る
各
種

事
業
の
あ

り
方
を
含

め
、
よ
り

良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス

が
実
現
で

き
る
よ
う

市
当
局
に

働
き
か
け

て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
委
員
長　

喜
見
山　

明

 

期　
　

日　

10
月
17
日

 

視
察
事
項　

石
川
県
輪
島
市

  

「
輪
島
市
地
域
貢
献
見
守
り
事
業
に
つ
い
て
」

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
社
会
福
祉
及
び
社
会

保
障
に
関
す
る
事
項
を
テ
ー
マ
に
、
行
政
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
体
制
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
輪
島
市
で
は
、
民
生
委
員
等
に
よ

る
従
来
の
見
守
り
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
等

と
協
働
で
全
市
民
を
対
象
に
見
守
り
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
異
変
を
察
知
し
た
時
は
、
市

に
通
報
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
構
築
し
、
市
民
の

人
命
救
助
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
委
員

会
で
は
、

今
回
の
研

修
で
学
ん

だ
こ
と
を

生
か
し
、

市
民
が
安

心
し
て
生

活
で
き
る

体
制
づ
く

り
を
、
市

当
局
に
提

案
し
て
い

き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
長　

坂
巻　

文
夫

 

期　
　

日　

10
月
22
日

 

視
察
事
項　

広
島
県
三
次
市

  

「
水
道
事
業
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
」

 

期　
　

日　

10
月
23
日

 

視
察
事
項　

島
根
県
出
雲
市

  

「
出
雲
の
真
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
つ
い
て

建
設
経
済
委
員
会
で
は
、
水
道
事
業
及
び
下
水
道
に

関
す
る
事
項
、
商
業
、
工
業
及
び
労
働
に
関
す
る
事

項
を
テ
ー
マ
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
広
島
県

三
次
市
の
研
修
を
受
け
、
常
総
市
と
し
て
も
、
市
民

に
清
廉
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
官
民
連

携
に
よ
り
安
心
・
安
全
な
水
道
を
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
実
感
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
根
県
出
雲
市
の
研
修
で
は
、

自
治
体
の
自
主
性
、
他
市
と
の
差
異
化
を
図
り
「
選

ば
れ
る
市
」
と
な
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

全
体
の
価
値
や
魅
力
の
向
上
、
市
に
対
す
る
信
頼
や

好
感
を
市
内

外
か
ら
獲
得

す
る
こ
と
が

重
要
と
認
識

い
た
し
ま
し

た
。
以
上
の

こ
と
を
踏
ま

え
、
当
委
員

会
で
は
、
今

回
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と

を
最
大
限
に

生
か
せ
る
よ

う
、
市
当
局

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

建
設
経
済
委
員
長　

中
村　

博
美

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会


